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2019 年度事業計画・収支予算計画  

1. 2019年度事業計画（2019年 4月 1日〜2020年 3月 31日） 

1.1 概要 

2019年度の教育支援事業としては、トルコにおけるシリア難民の子どもに対する

インフォーマル教育支援活動の継続、カンボジアにおける水上生活コミュニティ

に居住する子どもや教師に対する教育環境改善支援の継続、スーダンにおける学

校菜園を通じた教育・子ども保護支援活動を継続する。またシリア及びシリア内

戦に関わる国際情勢に配慮しつつ、シリア・ラッカ県での緊急教育支援活動を実

施する。物資配布事業としては、トルコの農村地に滞在するシリア難民世帯への

食糧バスケットの配布を継続する。国内事業としては、アートを通じたシリア難

民の子どもと日本国内の子どもの国際交流活動や、シリア難民の子どもの描画を

用いた絵本出版と関連イベントの実施、カルタ制作により国内での啓発活動を促

進する。 

 

1.2 主要事業 

①	 施設整備・活動運営等の教育支援事業 

トルコ共和国 

対象地 トルコ・シャンルウルファ県アクチャカラ市郊外農村部 

対象者 シリア難民の子ども 50人 

活動内容 l 避難生活を続け、他に学習機会がなくトルコ公立学校へ未編入のシリア人の子ども達が、

最低限の学習活動及び心理社会的活動に参加する機会を定期的・継続的に得られるよう、

インフォーマル教育の教室を継続運営する。アラビア語、算数、トルコ語を主要教科とし

た学習活動を継続しつつ、子ども達の自由な自己表現を促進し、個々の記憶やストーリー、

希望を描画や文章で表現する心理社会的プログラムを継続する。 

l 心理社会的プログラムのなかで創作された絵や文章をカルタにし、シリア難民の子ども達

が家庭でもアラビア語を学べるツールを制作する（株式会社フェリシモ・メリーファンデ

ィングと協働）。 

カンボジア王国 

対象地 カンボジア・コンポンチュナン州コンポンレーン郡 

対象者 水上生活コミュニティで暮らし公立学校へ通学するカンボジア人の子ども 250人及び学校教師

7人 

活動内容 l 他に登下校手段のない生徒が定期的に通学できるよう、通学船の運航を継続する。 



l 他県からの派遣教師の教授モチベーションを維持するため、教師トレーニングを継続す

る。専門家などの現地訪問によるトレーニングのほか、教師をプノンペンに招聘し教育機

関などでのワークショップへの参加を設定しスキルアップと教育の質向上を目指す。 

l コミュニティ主体の持続可能な教育環境を構築し、コミュニティ内での教育への関心を高

め継続的就学を促進するため、保護者へ教育の重要性を伝える学校主催家族イベントを開

催する。 

スーダン共和国 

対象地 スーダン・ハルツーム州ジャバルアルオェヤ 

対象者 貧困世帯が多い遠隔農村地の小学校生徒 900人、教師 45人 

活動内容 教育環境の向上と自主的な食糧確保、子どもの栄養失調改善のため公立小学校にて学校菜園の

設置と、子どもや教師への菜園の継続的な運営トレーニングを実施する（3校以上を予定）。環

境的・人的リソースは各対象地のコミュニティ内で確保できる範囲とする。試験的に果物や野

菜を数種類育て、将来的に学校での食糧配布に繋げることを目指す。 

シリア・アラブ共和国 

対象地 シリア・ラッカ県アル・シャムススクエアマンスール通り 

対象者 2011年以降のシリア内戦により被害を受け、2017年に ISから解放されたラッカ市内に居住し、

他に適切な教育及び心理社会的支援を受ける機会のない学齢期の子ども 250人 

活動内容 l ISから解放されたラッカ県市内に在住し、戦争により障がいや心理的ストレスを受け、他

に適切な教育及び心理社会的支援を受ける機会のない子どもを対象に、緊急特別支援教育

事業として基本的な学習やレクリエーション活動を実施するリハビリテーションセンタ

ーを開校・運営する。 

 

②	 食糧・衛生品等の物資配布事業 

トルコ共和国 

対象地 トルコ・シャンルウルファ県アクチャカラ市郊外農村部 

対象者 シリア難民世帯 25世帯 

活動内容 食糧不足下にある貧困層のシリア難民の家族を対象に、シリア人世帯

が日常生活で消費する食品を中心とした食糧バスケットを配布する。 

 

③	国内外の市民社会組織との連携及び啓発事業 

兵庫県市民団体「神戸でみんなでアートしよう！！」と連携し、アートを通じた

神戸市在住の子ども–シリア難民の子ども間の国際交流活動を継続する。また、シ



リア内戦や避難、子どもの現状について感覚的に伝えるシリア難民の子どもの絵

を主軸とした絵本を制作・出版し、関連イベントを国内で実施する。 

 

④	その他 

法人の趣旨に賛同して活動していただける正会員および賛同して支援していただ

ける賛助会員の入会を推進する。 

  



2.	  2019年度活動予算書（2019年 4月 1日〜2020年 3月 31日） 
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